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高山市こども未来計画（計画期間：令和７～１１年度）
進捗状況（令和７年度末）

０．はじめに
市では、こどもや若者をまちづくりの中心に捉えた取組みを総合的に推進し、まちに暮らす全ての人の幸福や将

来の希望につなぐことを目指し、令和７年３月に「こども未来計画」を定め、計画に基づく取組みを推進しています。

同計画においては、「毎年度、こども未来推進委員会等において、評価指標（ＫＰＩ）を含めた取組みの進捗状

況を確認し、取組みの見直しなどに反映するとともに、その結果を公表します。」と定めています。

初年度である令和７年度の終了にあたり、主な取組みや成果指標（KPI）を本書のとおり取りまとめましたので、

お気付きのこと等がありましたら、市役所こども政策課までお気軽にお知らせください。

[参考] 計画の目指す姿の実現に向けた施策体系イメージ

注記

※計画と同様、複数の区分に該当する取組みもありますが、より関わりの大きい方

へ記載し、再掲はしていません。

※過去から続く経常的な取組み、国県が主導する取組みはできるだけ記載せず、

新規拡充や新たな視点を取入れた主要な取組みを掲載しています。
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ⅰ 魅力的なこどもの遊び場の創出と活用の推進

≪主な取組み≫

ア）つどいの広場の拠点的整備 別冊１

イ）高山駅西地区複合・多機能施設の整備

○文化芸術（ホール）、交流（多目的ルーム等）、子育て支援（遊び場）の各機能および立体駐車場な

どを一体的に整備

○令和７年９月に施設整備の公募型プロポーザルを公告（応募者がないため令和８年３月に中止）

○現在、事業費、機能などについて、様々な可能性を検討中

ウ）長寿命化整備計画に基づく公園の改修整備 別冊２

エ）木育、森林環境教育の推進

○令和７年度より「飛騨木遊館運営協議会」等との連携により、保育園や幼稚園、小中学校等を対象

とした木育推進のための出前授業を開催

ⅱ こどものライフステージに応じた居場所づくりの推進

≪主な取組み≫

オ）こどもの居場所づくり支援 別冊３

カ）官民連携による不登校児童生徒の支援 別冊４

キ）こども食堂等の運営支援

○令和７年度より補助率を１/２から２/３に拡充し、5団体のこども食堂等の開設や運営に必要な経費

を助成

○令和７年度、運営団体のネットワークによる「みんなの食堂ＭＡＰ」を作成

評価指標（ＫＰＩ）

指標 策定時(Ｒ６) 現状値(Ｒ７) 目標値(Ｒ１１)

児童センター、つどいの広場など屋内型遊

び場の利用者数（単年度）

９４，９６９人（Ｒ５）

１０８,５６１人(Ｒ６)
１１２,６４０人 １００,０００人

支援対象の「こどもの居場所」によりサポ

ートを受けたこどもの人数（単年度）
― ３８人 ４０人

「こどもが健やかに育つ環境が整ってい

る」と感じている市民の割合
６８.９％ ７３.５％

「身の回りに木や森に親しむ環境が整って

いる」と感じている市民の割合
６３.７％ ６５.７％

(１)こども家庭の「心身の健康」の推進

①こどもの心と身体を健全に育む環境整備の推進
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≪主な取組み≫

ク）５歳児健診、事後指導の実施 別冊５

ケ）助産師相談の拡充

○令和７年度より高山地域では２→４回/月、支所地域では４つのブロックごとに０→１回/月と、身近な

地域で気軽に相談できるよう機会を拡大（Ｒ６:３４７人→Ｒ7:６９７人）

コ）中核病院と連携した包括的な母子保健体制の構築 別冊６

サ）公共施設への授乳室の整備 別冊７

シ）こどものワクチン接種等に対する助成

○令和７年度より１歳から就学前のこどものおたふくかぜ予防接種費用（上限3千円）を助成

○令和７年度より岐阜大学に地域周産期医学講座を開設、妊産婦等が安心して産婦人科医療が受

けられる体制を確保

○令和８年度より小児インフルエンザ予防接種費用（注射型 2,200円、経鼻型 4,400円）の助成の

対象者を中学生までから高校生相当までに拡大

○令和８年度より新生児の感染予防のため、妊婦に対する RS ウイルスワクチンの予防接種を開始

評価指標（ＫＰＩ）

指標 策定時(Ｒ６) 現状値(Ｒ７) 目標値(Ｒ１１)

「こどもが健やかに育つ環境が整ってい

る」と感じている市民の割合
６８.９％ ７３.５％

「主体的な健康づくりや病気の予防に取組

む環境が整っている」と感じている市民の

割合

５１.９％ ５５.０％

≪主な取組み≫

ス）大学や中核病院との連携による地域医療体制の維持 別冊８

評価指標（ＫＰＩ）

指標 策定時(Ｒ６) 現状値(Ｒ７) 目標値(Ｒ１１)

「安心して医療を受けられる環境が整って

いる」と感じている市民の割合
５３.８％ ５４.７％

②こどもと家庭の健康維持を図る伴走支援の推進

③こどもが適切に受診できる医療体制確保の推進
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ⅰ 各種給付や負担軽減など経済支援の提供

≪主な取組み≫

セ）１９歳高校生の医療費の無償化

○令和５年度より、市独自にこども医療費の無償化を１５歳から１８歳の年度末までのこどもに拡大し

ていたところ、令和８年度より、高校等に在学する１９歳の年度末までのこどもに対象を拡大

ソ）中高生に対する公共交通の利用支援

○令和８年度より若年層の公共交通利用の促進のため、幹線バスの学生回数券代の1/3 を割引

タ）妊婦健診や出産のための交通費に対する支援 別冊９

チ）不妊治療にかかる交通費に対する助成

○令和８年度より遠方の不妊治療施設までの移動にかかる交通費の８/１０を助成（不妊治療の医療

費に対する支援の対象経費を拡充）

ツ）午睡用コットの導入による保護者の負担軽減と保育士の働き方改革 別冊１０

テ）小中学校の給食費の無償化 別冊１１

ⅱ ニーズに応じたきめ細かな託児・支援サービスの提供

≪主な取組み≫

ト）病児保育事業の対象年齢の拡大

○令和８年度より病児保育を利用できるこどもの対象年齢を小３から小６までに拡大

評価指標（ＫＰＩ）

指標 策定時(Ｒ６) 現状値(Ｒ７) 目標値(Ｒ１１)

この地域で子育てしたいと思う親の割合

（３つの健診の平均）

９５.４％(Ｒ５)

９５.５％(Ｒ６)
９６.２％

「こどもが健やかに育つ環境が整ってい

る」と感じている市民の割合
６８.９％ ７３.５％

≪主な取組み≫
ナ）保育園遊戯室等への空調整備

○公立園は、令和７年度に岡本保育園、令和８年度に久々野保育園の遊戯室にエアコンを順次整備

○私立園は、令和７年度にたんぽぽ保育園遊戯室へのエアコン新設、その他４園のエアコン更新等に

対し助成

(２)こども家庭への「豊かな日常」の提供

①安心して生み育てられるこども家庭支援の提供

②家庭の就労や育ちを支える保育サービスの提供
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二）保育士を目指す学生の実習支援

○令和７年度より、市内で保育実習を行う学生に対する１万円の助成を開始（２２件）

ヌ）「こども誰でも通園制度」の開始 別冊１２

評価指標（ＫＰＩ）

指標 策定時(Ｒ６) 現状値(Ｒ７) 目標値(Ｒ１１)

「こどもが健やかに育つ環境が整ってい

る」と感じている市民の割合
６８.９％ ７３.５％

≪主な取組み≫

ネ）朝日・高根義務教育学校の整備

○令和１０年度の供用開始を目指し、朝日小学校の校舎を活用した小中一貫の義務教育学校を整備

○自分に合ったペースで学ぶ授業や「その道のプロフェッショナル」から学ぶ連携プロジェクトなど、特

色ある教育を展開

ノ）中学校部活動の地域移行

○令和７年度より支所地域から高山地域へスクールバス（４路線）を毎週土曜日に運行、令和８年度よ

り日曜日も運行を開始

○令和８年度より地域クラブ及び地域移行していない中学校部活動に加入している生徒１人あたり３

千円を各クラブ等に助成

ハ）新野球場などスポーツ施設の整備 別冊１３

ヒ）こどものスポーツ活動の支援

○令和７年度より「高山市ジュニアスポーツ認証制度」を創設し、認証クラブは施設使用料の減免や

学校施設の優先利用を認めるなど、こどものスポーツ環境を充実

フ）小中学生の職場体験事業に対する助成

○令和７年度より、市雇用促進協議会が飛騨高山フューチャープロジェクトと連携して行う「地域お仕

事発見隊」への１/２助成の限度額を５００→１，０００円に拡充

評価指標（ＫＰＩ）

指標 策定時(Ｒ６) 現状値(Ｒ７) 目標値(Ｒ１１)

「生きがいや喜びを持って、自分らしく生活

できる環境が整っている」と感じている市民

の割合

４９.１％ ５４.０％

「学校・家庭・地域が連携した児童生徒の

教育環境が整っている」と感じている市民

の割合

６１.４％ ６２.４％

（次ページにつづく）

③学校や家庭、地域での豊かな学びや体験の提供
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指標 策定時(Ｒ６) 現状値(Ｒ７) 目標値(Ｒ１１)

「文化芸術や生涯学習などに触れ、学び、

成果を活かせる環境が整っている」と感じ

ている市民の割合

５３.２％ ５６.０％

「スポーツをしたり、楽しんだりできる環境

が整っている」と感じている市民の割合
４８.３％ ５１.６％

ⅰ 若者の地元愛が育まれ活動が活性化する支援等の提供

≪主な取組み≫

へ）高校生が主体となったイベント、若者による活動等の支援 別冊１４

ホ）若手社員向けセミナー「ＹＡＯＮＡ！」の開催 別冊１５

ⅱ 若者の結婚や定住の後押しとなる様々な環境等の提供

≪主な取組み≫

マ）企業のＤＸ推進に向けた伴走型支援

○令和８年度より、企業に専門家を派遣してデジタル技術の導入やデジタル人材の育成を伴走型によ

り支援するとともに、事例集を作成して成果を市内企業に周知

ミ）移住定住の促進 別冊１６

ム）都市圏若手人材交流イベントの開催

○令和８年度より、東京都内で地元出身者や高山市に関心ある若者を対象とした市内企業との交流

会を２回開催

評価指標（ＫＰＩ）

指標 策定時(Ｒ６) 現状値(Ｒ７) 目標値(Ｒ１１)

「若者が活躍できる環境が整っている」と

感じている市民の割合
２７.０％ ３１.５％

「地域産業が受け継がれるための人材確

保・後継者育成が進んでいる」と感じてい

る市民の割合

１９.７％ ２０.９％

「若者や女性、高齢者、障がい者、外国人

など、働く人の望む就労の場が確保されて

いる」と感じている市民の割合

３１.０％ ３７.０％

「移住を希望される方を受け入れる環境が

整っている」と感じている市民の割合
３６.３％ ４１.６％

④若者が夢や誇りを持ち活動できる環境等の提供
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ⅰ こどもへの虐待防止、悩みや不安の解消に向けた支援

≪主な取組み≫

メ）こども家庭センターを中心とした連携したこども家庭支援 別冊１７

モ）ヤングケアラーの普及啓発

○関わる大人や支援者の気付きとなるような講演会の開催、タウン誌への掲載、メールやチラシなど各

種媒体による周知

ⅱ こどもの発達に向けた個に応じた適切な支援

≪主な取組み≫

ヤ）保育士や教員の支援力の強化

○令和７年度より、保育園や学校などへの巡回指導、発達支援研修や実践報告会の実施などの業務

を専門的な外部機関に委託して効果的に実施

ユ）通園等助成制度の見直し

○令和８年度より、月あたり定額から通園回数など実態に応じた助成額へと見直し

ⅲ 経済的に困窮するこどもや家庭に対する支援

≪主な取組み≫

ヨ）重層的支援体制の構築 別冊１８

ワ）民間事業所と連携協定に基づく取組み

○家庭で余った食材を支援団体等へ届けるための「フードポスト」の設置、取組みの周知

評価指標（ＫＰＩ）

指標 策定時(Ｒ６) 現状値(Ｒ７) 目標値(Ｒ１１)

こども家庭相談員による新規相談件数（単

年度）

９４６件(Ｒ５)

９３７件(Ｒ６)
９４８件 １,０００件

こども家庭センターにおけるサポートプラン

の作成件数（単年度）
１７件 ５３件 ４０件

「地域で支え合い、安心して暮らせる環境

が整っている」と感じている市民の割合
５３.８％ ５５.０％

「障がい者が必要な支援を受け、自立して

暮らせる環境が整っている」と感じている市

民の割合

４４.８％ ４８.５％

(３)「誰も取り残さない」こども家庭への支援

①困難を抱えるこども家庭への切れ目ない支援
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≪主な取組み≫

ヲ）ひとり親家庭の家事育児のサポート

○令和７年度より家事援助や託児が必要なひとり親家庭が、「心身の不調などにより登校できないこ

どもが居るが、親は仕事を休めない場合」といった理由でも、家庭支援員の訪問によるサポートを受

けられるよう、市独自に対象を拡大（Ｒ７:６人）

評価指標（ＫＰＩ）

指標 策定時(Ｒ６) 現状値(Ｒ７) 目標値(Ｒ１１)

母子・父子自立支援員による新規相談件

数（単年度）

７２件(Ｒ５)

７０件(Ｒ６)
７９件 ８０件

母子家庭等支援事業補助金を利用した資

格取得者などの人数（累計）
３人 ５人 １０人

≪主な取組み≫

ン）多文化共生の推進

○令和７年度、在住外国人に向けたごみの分別や小中学校の学校生活などを分かりやすく説明する

動画を制作し、HP に公開するとともに SNSで配信

○日常生活における課題や対応策などについて、外国人や関係者で意見交換を行う座談会を開催

ガ）日本語学習指導員の配置

○令和８年度より、外国籍や外国から帰国した児童生徒が日本語や必要知識を身に付けることができ

るよう拠点校（西小学校、中山中学校）に日本語学習指導員を配置するなど、支援体制を強化

評価指標（ＫＰＩ）

指標 策定時(Ｒ６) 現状値(Ｒ７) 目標値(Ｒ１１)

「年齢や性別、障がいの有無、国籍などに

関わらず、多様な生き方・暮らし方への理

解が深まっている」と感じている市民の割

合

３９.２％ ４５.０％

≪主な取組み≫

ギ）「高山市こども未来計画（こども用）」の作成、出前授業の開催 別冊１９

②ひとり親家庭の自立促進に向けた積極的な支援

③多様性を有するこども家庭への温もりある支援

(４)こどもの「権利擁護」の周知啓発
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評価指標（ＫＰＩ）

指標 策定時(Ｒ６) 現状値(Ｒ７) 目標値(Ｒ１１)

こどもの権利をテーマにした官民による講

演会や意見交換会などの開催回数（累

計）

１０回 ２６回 １００回

≪主な取組み≫

グ）こども若者オンライン意見箱「言え～る」の開設、運用 別冊２０

ゲ）こども若者の意見聴取と反映

○つどいの広場の整備に向けた乳幼児親子の意見聴取など、出された意見を整備内容に反映

評価指標（ＫＰＩ）

指標 策定時(Ｒ６) 現状値(Ｒ７) 目標値(Ｒ１１)

オンライン意見箱などに提出されたこども、

若者の意見の数（累計）
― １７３件 １０,０００件

「必要な情報が入手できるとともに、市政

へ意見を言える環境が整っている」と感じ

ている市民の割合

４２.４％ ４５.８％

≪主な取組み≫

ゴ）子育て世代向け市公式インスタグラム「こども未来編集部」の開設、運営 別冊２１

評価指標（ＫＰＩ）

指標 策定時(Ｒ６) 現状値(Ｒ７) 目標値(Ｒ１１)

「多様な主体（市民、町内会、地域内団体、

学校、事業者、行政等）が協働してまちづく

りに取り組んでいる」と感じている市民の割

合

５２.９％ ５７.１％

「必要な情報が入手できるとともに、市政

へ意見を言える環境が整っている」と感じ

ている市民の割合

４２.４％ ４５.８％

(５)こどもの「意見反映」と参画促進

(６)「官民連携」によるこども家庭の施策推進



ア）つどいの広場の拠点的整備別冊1 ※生成AI利用のため、表示や表現が一部誤っている場合があります。



ウ）長寿命化整備計画に基づく公園の改修整備別冊2 ※生成AI利用のため、表示や表現が一部誤っている場合があります。



エ）こどもの居場所づくり支援別冊3 ※生成AI利用のため、表示や表現が一部誤っている場合があります。



カ）官民連携による不登校児童生徒の支援別冊4 ※生成AI利用のため、表示や表現が一部誤っている場合があります。



ク）５歳児健診、事後指導の実施別冊5 ※生成AI利用のため、表示や表現が一部誤っている場合があります。



コ）中核病院と連携した包括的な母子保健体制の構築別冊6 ※生成AI利用のため、表示や表現が一部誤っている場合があります。



サ）公共施設への授乳室の整備別冊7 ※生成AI利用のため、表示や表現が一部誤っている場合があります。



ス）大学や中核病院との連携による地域医療体制の維持別冊8 ※生成AI利用のため、表示や表現が一部誤っている場合があります。



タ）妊婦健診や出産のための交通費に対する支援別冊9 ※生成AI利用のため、表示や表現が一部誤っている場合があります。



ツ）午睡用コットの導入による保護者の負担軽減と保育士の働き方改革別冊10 ※生成AI利用のため、表示や表現が一部誤っている場合があります。



テ）小中学校の給食費の無償化別冊1１ ※生成AI利用のため、表示や表現が一部誤っている場合があります。



ヌ）「こども誰でも通園制度」の開始別冊1２ ※生成AI利用のため、表示や表現が一部誤っている場合があります。



ハ）新野球場などスポーツ施設の整備別冊1３ ※生成AI利用のため、表示や表現が一部誤っている場合があります。



へ）高校生が主体となったイベント、若者による活動等の支援別冊1４ ※生成AI利用のため、表示や表現が一部誤っている場合があります。



ホ）若手社員向けセミナー「ＹＡＯＮＡ！」の開催別冊15 ※生成AI利用のため、表示や表現が一部誤っている場合があります。



ミ)移住定住の促進別冊16 ※生成AI利用のため、表示や表現が一部誤っている場合があります。



メ)こども家庭センターを中心とした連携したこども家庭支援別冊17 ※生成AI利用のため、表示や表現が一部誤っている場合があります。



ヨ）重層的支援体制の構築別冊1８ ※生成AI利用のため、表示や表現が一部誤っている場合があります。



ギ）「高山市こども未来計画（こども用）」の作成、出前授業の開催別冊1９ ※生成AI利用のため、表示や表現が一部誤っている場合があります。



グ）こども若者オンライン意見箱「言え～る」の開設、運用別冊20 ※生成AI利用のため、表示や表現が一部誤っている場合があります。



ゴ）子育て世代向け市公式インスタグラム「こども未来編集部」の開設、運営別冊2１ ※生成AI利用のため、表示や表現が一部誤っている場合があります。


